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論 文 の 内 容 の 要 旨

新劇ウイグル自治区は中国最大の省であり,広大な面積と豊富な牧草資源を有するため,

ウマ,ロバ,ヒツジ,ウシ,ヤク,ヤギ,ラクダなどの草食性家畜が多数草地に放牧飼育

されている｡このような飼養環境のため,同自治区ではマダニが家畜に寄生することが多

く,原虫,リケッチアなどのマダニ媒介性疾患が畜産業に重大な損失を与えている｡しか

し,これまで同自治区では,マダ.ニ媒介性疾患の原因となる病原体の検出は,主に血液細

胞内での形態学的特徴に基づいて行われてきた｡このため,マダニ媒介性疾患に関する疫

学的なデータが少なく,また感染種に関する分子生物学的な検討はほとんど行われていな

い｡このため,本研究では血滑学的および分子生物学的な手法を用いて,中国新堀ウイグ

ル自治区における家畜のマダニ媒介性疾患､とくにバべシア,アナプラズマ,エーリキア,

リケッチアについて,その疫学的な状況を明らかにすることを目的とした｡

まず第1章では,助ムe∫J∂印ロブおよび β∂ムe∫J∂C∂由ノノ上それぞれに対する組換え抗原

Equimerozoite antigenlおよびBc48を用いた酵素免疫測定法により,新躯ウイグル自

治区のウマピロブラズマ症の感染率を調査した｡同自治区イリ地域の3牧場のウマから採

取した血消70検体を検査したところ,70検体中 28検体(40.0%)が且 印山陽性を,

17検体(24.3%)が且 c∂占∂jノブ陽性を示した｡また,うち11検体 (15.7%)は且 e曾山

と且(混血止〃に対してどちらも陽性であった｡これらの結果は､ウマピロブラズマ症が新

劇ウイグル自治区の西部地域のウマに広く浸潤していることを示唆し,深刻な問題である

ことを支持した｡

次に第2章では,新亜ウイグル自治区のロバの且 印山および且 c∂ム∂ノノブそれぞれに

対する組換え抗原Equimerozoite antigen2truncatedおよびBc48を用いた酵素免疫測

定法により感染状況を調査した｡同自治区のカシガルとイリ地域から無作為に採取したロ
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バの血晴93検体の且叩山および且c∂由ノノブに対する抗体は,9検体(9.7%)が且叩山

陽性を,また36検体(38.7%)が且c∂如上ノブ陽性を示した｡また,うち2検体(2.2%)

は且 eq山と且 c∂ム∂ノノブに対しともに陽性を示した｡これらの結果は､ウマピロブラズマ

症が新藤ウイグル自治区におけるロバにも広範囲に感染していることを示唆した｡

第3章では,血清学的診断法を用いて新亜ウイグル自治区における家畜のアナプラズマ

およびェーリキア感染状況を調査した｡アルタイ,イリ,カシガル地域のウシ,ヒツジ,

､ヤギ,ウマおよびロバの血清を用いて,間接免疫蛍抗体法によりd.〆∂gOCアと叩カ〃皿およ

び且 cム∂fわeノブ∫上∫に対する抗体保有状況を調査したところ､月.タカ∂gOCアと叩カブ山辺に対す

る抗体陽性率はウシで5.5%,ヒツジで17.0% であった｡また,且 cム穿fねe刀∫ノ∫に対す

る抗体陽性率はウシで8.9%,ヒツジで15.7%であった｡ヤギ,ウマおよびロバは,い

ずれも陽性を示さなかった｡これらの結果より,新堰ウイグル自治区におけるウシとヒツ

ジがアナプラズマおよびエーリキアに感染している可能性が示唆された｡

最後に第4章では,中国新堰ウイグル自治区のウシに寄生していたマダニを材料として

ガJcAeとど∫ノ∂の検出を試みた｡5頭のウシから採取したマダニ28検体より抽出したDNAを材

料として,クエン酸合成酵素遺伝子を標的としたPCRによりガイcAe子吉∫J∂感染の検出を行っ

たところ,助甜βタカァ∫∂ノブ∫ゐ刀上eノブの4個体が陽性を示した｡PCR産物の遺伝子解析の結果,

優性検体は中国黒龍江省から新規に検出された"CbDdldbtus Rickettsia principis"

と最も近縁であり,99.12-99.56%の相同性を示した｡中国新劇ウイグル自治区において今

後本病原体による感染症が発生することが危倶された｡

本研究により行われた血清学的および分子生物的方法を用いた調査により,新亜ウイグ

ル自治区のウマとロバは,ウマピロブラズマ症に高度に感染していることが明らかとなっ

た｡また,ウシとヒツジがアナプラズマおよびェーリキアに感染していることが明らかと

なった｡さらに,同自治区におけるウシ寄生マダニは新規リケッチアを保有していること

がわかった｡これらの結果は新亜ウイグル自治区における家畜のマダニ媒介性疾患につい

て新しい情報を提供し,これらの疾患の制御のための対策確立に資するものである｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究は,中国最大の省であり,かつ畜産業の盛んな新亜ウイグル自治区において,

分子生物学的および血清学的手法を用いて,家畜のマダニ媒介性疾患について,そ

の疫学的状況を明らかにすることを目的としたものである｡

第1章ではノねムe∫J∂eq〟プおよび助如∫J∂C∂由ノノブそれぞれに対する新規組換え抗

原Equimerozoite antigenlおよびBc48を用いた酵素免疫測定法により,同自治

区イリ地域のウマのピロプラズマ感染率を調査した｡ウマ血清70検体中28検体

(40･0%)が且印山陽性を,17検体(24.3%)が且c∂由ノノブ陽性を示した｡また,

11検体(15.7%)はどちらも陽性であった｡ウマピロブラズマ症が新彊ウイグル

自治区のウマに広く浸潤していることが示された｡

第2章では且 e押上および且 c∂由ノノ上それぞれに対する新規組換え抗原Equi
merozoite antigen2およびBc48を用いた酵素免疫測定法により,･同自治区カシガ

ルおよびイリ地域のロバのピロプラズマ感染状況を調査した｡ロバ血清93検体中 9

検体(9.7%)が且 印山陽性を,また36検体(38.7%)が且c∂ム∂ノノブ陽性を示し

た｡また,うち2検体(2.2%)はどちらにも陽性を示した｡ウマピロプラズマ症が

同自治区のロバにも広範囲に感染していることが示された｡
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第3章では,同自治区アルタイ,イリ,カシガル地域のウシ,ヒツジ,ヤギ,ウ

マおよびロバの血清を用いて,間接免疫蛍抗体法により月･タカ∂gOC〆叩カブノ皿および
且
c加ffbeβ∫ノ∫に対する抗体保有状況を調査した｡ノ4.〆∂gOC〆qpカブノ比必抗体陽性率

はウシ5.5%,ヒツジ17.0% であり,且 c血偽e刀∫J5抗体陽性率はウシ8･9%,
ヒツジ15.7 %であった｡ヤギ,ウマおよびロバはいずれも陰性であった｡同自治

区におけるウシとヒツジがアナプラズマおよびエーリキアに感染している可能性が

示唆された｡

第4章では新奄ウイグル自治区のウシ由来マダニ28検体より抽出したDNAを材料

として,クエン酸合成酵素遺伝子を標的としたPCRによりリケッチア検出を行った

ところ,jね∬叩ムァ∫∂ノ∫∫ゐ刀Jeノブ4個体が陽性を示した｡PCR産物の遺伝子解析の結果,

陽性検体は"CbDdlゐtus Rickettsia principis" と高い相同性を示した｡

これらの結果は新堰ウイグル自治区における家畜のマダニ媒介性疾患について新

しい情報を提供し,その防疫対策確立に資するものとなる｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位

論文として十分価値があると静めた｡
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